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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに        

電気化学的脱塩は既に塩化物が浸透したコンクリート中の鋼材を陰極とし，コンクリート外部に設けた電解

質溶液槽を陽極として直流電流を通電することにより，コンクリート中の塩素イオンをコンクリート外に電気

泳動させる工法である．通電により塩素イオンが陽極へ移動すると同時に，陽イオンである Na＋，K＋等は陰極

となる鋼材の周囲に集められる．これらのイオンはセメントペーストの軟化を引き起こし，鋼材とコンクリー

トとの付着性能を低下させることが知られている[1]．また，陰極となるＰＣ鋼材の表面では水の電気分解に

よって水素が発生する．発生した水素はＰＣ鋼材の結晶格子中を拡散し，内部のトラップサイトに集められ，

水素濃度が高まった場合にはＰＣ鋼材の水素脆化を生じることが知られている[2]． 

筆者らは，供用中のプレテンションＴ桁橋(弁天大橋)への電気化学的脱塩の試験適用に際し，脱塩中の耐荷

力の安全性を確認する目的で試験を実施した．本論文ではその動的耐荷特性について述べる． 

２．応力頻度測定測定結果２．応力頻度測定測定結果２．応力頻度測定測定結果２．応力頻度測定測定結果    

応力頻度測定位置図を図－１に示す．応

力頻度測定は弁天大橋 P2～P3 径間全主桁

の支間中央部付近の下フランジ下面に２枚

のストレインゲージを貼付し，４日間連続

してピークバレー法により計測した．計測

結果の一例として G3 桁のひずみと測定回

数の関係を図－２に示す．G3桁の最大ひず

みは 110～120μm/m であり，他の桁についてもおおよそ 90μm/m～120

μm/m の範囲に入っていた．そこで最大ひずみの約半分である 40～50

μm/m を超えるひずみの出現回数を有効な疲労回数とすると，図に示

す G3桁では 398 回であり，他の桁を含めても最大 2000 回(500 回/日)

未満であった．なお，弁天大橋は既に塩害によって一部のＰＣ鋼材の

破断を生じていたが，試設計検討により，この応力レベルは実用上安

全な範囲にあると推定された． 

３．供試体の製作と載荷試験の方法３．供試体の製作と載荷試験の方法３．供試体の製作と載荷試験の方法３．供試体の製作と載荷試験の方法    

模型ＰＣ桁供試体を図－３に示す．模型ＰＣ桁はσck=50N/mm2であ

り，初期塩分として NaCl を 1.7kg/m3練りこんだ．蒸気

養生・プレストレス導入後，供試体を直ちに飽和食塩

水中に浸漬し，28 日間養生した．試験は脱塩を行わな

い桁(非脱塩桁)と脱塩を行いながら載荷した桁(脱塩

桁)の２本とした．非脱塩桁は養生完了後２週間で載荷

した．実橋の脱塩は 4.4 日通電，2.6 日休止のサイクル

を 10回繰返し通電する方法で行ったが，試験では実橋
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図－１　応力頻度測定位置図
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図－２　ひずみと測定回数の関係
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図－３　模型ＰＣ桁供試体
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脱塩完了時点のＰＣ鋼材の水素吸蔵量と試験時の

水素吸蔵量を合わせるため，既往の研究結果を基に

[3]，コンクリート表面積あたり 1.0A/m2の電流を３

週間連続通電したのち，通電を継続しながら載荷試

験を行うものとした． 

動的載荷試験の要領を図－４に示す．動的載荷試

験の最大荷重は，供試体鋼材位置のひずみが応力頻

度測定における最大ひずみとほぼ同一になる荷重

19.6kN とした．載荷回数は通電期間２ヶ月を考慮し

て３万回とし，載荷周波数は 0.5Hz とし

た．載荷中は適宜静的載荷によりひずみ

とたわみを測定した．また，脱塩桁は３

万回載荷完了後，電流を３倍に上げ，さ

らに２万回の載荷を行った． 

４．動的載荷試験結果４．動的載荷試験結果４．動的載荷試験結果４．動的載荷試験結果        

非脱塩桁および脱塩桁の荷重と桁上縁

ひずみの関係を各々図－５，図－６に示

す．同様に，荷重とたわみの関係を図－

７，図－８に示す．荷重とひずみの関係

はいずれも線形関係を保っており，劣化

の兆候は見られなかった．図－８の脱塩

桁の荷重とたわみの関係は荷重毎にばら

つきを生じたが，全般的には図－７に示

す非脱塩桁の荷重とたわみの関係とほぼ

等しくなった．試験完了後に，載荷点を

中心として，若干，支承位置が横方向に

回転移動しているのを目視確認しており，

ばらつきはこの影響を受けたものと考え

られる．載荷完了後の目視調査において

も桁の外観等に異常はみられなかったことから，本実験の範囲内では，脱塩中のプレテンションＰＣ桁に弁天

大橋の最大ひずみ相当の繰返し載荷を行っても耐荷力上の問題は生じないと考えられる． 

５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ    

本実験の結果，弁天大橋の最大応力レベルで脱塩中に繰返し載荷を行っても耐荷力上の問題を生じないと考

えられることが明らかになった．最後に，高田工事事務所橋梁塩害対策検討委員会には終始貴重な御助言を賜

った．また，電気化学工業㈱原与司人氏には多大な実験協力を頂いた．ここに深謝の意を表します．    
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図－４　動的載荷試験の要領
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図－５　非脱塩桁の荷重と
　　　　上縁ひずみの関係

図－６　非脱塩桁の荷重と
　　　　上縁ひずみの関係
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図－７　非脱塩桁の荷重と
　　　　たわみの関係

図－８　脱塩桁の荷重と
　　　　たわみの関係
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